







































施時期は，4年後調査は 1999年 6月下旬，5年後調査は 2000年 6月下旬，6





失った者は 5回目調査では 11.7％，6回目調査では 14.8％，7回目調査では
9.7％，8回目調査では 8.9％であった。人的被害については，震災による身
７３震災後の心理的変化
近な人の死があった者は 5回目調査では 10.1％，6回目調査では 14.8％，7
回目調査では 6.6％，8回目調査では 9.7％であった。震災により身近にケガ






査で 22.7％，6年後調査で 27.4％，7年後調査で 22.6％であった。被災地以




4年後調査 5年後調査 6年後調査 7年後調査































































































































































































































































































































































































































Table 7 有訴数合計と因子得点の Pearson 相関係数
積極性 無常観 他者とのつながり 運命論
有訴数合計 －0.012 0.100** 0.083* 0.106**


















































































DNA で検索したところ，1999年 1月の阪神・淡路大震災関連記事は 49件，













































は数多い（Affleck & Tennen, 1996 ; McMillen, 1999 ; Linley, 2004）。
トラウマティックな出来事は自分自身について深く考える機会を与え，人間
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